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人
権
連
九
州

沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会
（
川
口

學
議
長
）
は
２

月
15
、
16
の
両

日
、
鹿
児
島
市

中
央
公
民
館
で

２
０
１
３
年
度

の
九
州
沖
縄
交

流
学
習
会
を
開

き
、
憲
法
改
悪

や
特
定
秘
密
保

章
立
場
か
ら
、
し
っ
か
り
学

習
し
地
域
で
活
か
し
て
欲
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

学
習
会
の
基
調
報
告
は

「
憲
法
（
９
条
）
改
悪
・
秘

密
保
護
法
・
日
米
地
位
協
定

問
題
を
『
地
域
人
権
憲
章
』

の
立
場
か
ら
考
え
る
」
と
し

て
、
植
山
光
朗
全
国
人
権
連

事
務
局
次
長
が
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
を
つ
か
っ
て
90
分
報
告

し
ま
し
た
。

　

植
山
次
長
は
、
自
民
党
の

憲
法
改
正
草
案
や
安
倍
内
閣

の
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
流

れ
の
大
本
に
戦
後
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
体
制
の
三
重
構
造

　第10回全国研究集会成功めざして

　原発立地県都で初の開催  ー 松  江  ー
　

結
成
総
会
で
は
、
片
寄
直

行
島
根
県
地
域
人
権
運
動
連

合
会
（
し
ま
ね
人
権
連
）
事

務
局
長
か
ら
、
今
年
10
月
に

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

研
究
集
会
の
開
催
日
程
は

本
年
10
月
11
日
、
12
日
。
会

場
は
松
江
市
の
「
島
根
県
民

会
館
大
ホ
ー
ル
」
を
確
保
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、
全
国

人
権
連
の
策
定
し
た
「
地
域

人
権
憲
章
」
に
つ
い
て
全
国

研
究
集
会
で
取
り
上
げ
普
及

し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
や

島
根
独
自
の
取
り
組
み
や
課

題
等
も
研
究
集
会
の
場
で
一

定
報
告
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
く
こ
と
も
今
後
の
企
画
会

議
等
で
議
論
し
て
い
く
こ
と

な
ど
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
長
に
は
松
尾
寿

島
根
大
学
名
誉
教
授
、
副
実

直
行
し
ま
ね
人
権
連
事
務
局

長
を
選
出
し
ま
し
た
。
実
行

委
員
会
を
よ
り
豊
か
に
す
る

事
務
局
員
の
選
出
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

松
尾
寿
実
行
委
員
長
（
島

根
大
学
名
誉
教
授
）
は
、

「
実
行
委
員
会
加
盟
団
体
、

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

第10回全国研究集会第1回実行委員会（島根県松江市）

「
改
憲
」
阻
止  
秘
密
法
廃
止
を

九
州
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
学
習
会

（
サ
講
和
条
約
・
日
米
安
保

・
日
米
地
位
協
定
）
が
あ

り
、
沖
縄
を
含
む
日
本
の
米

軍
基
地
問
題
か
ら
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
問
題
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
言

い
な
り
で
実
質
的
に
は
ア
メ

リ
カ
の
属
国
。
昨
年
末
の
秘

密
保
護
法
強
行
、
今
通
常
国

会
で
目
論
ん
で
い
る
国
家
安

全
保
障
基
本
法
は
益
々
ア
メ

リ
カ
に
従
属
、
国
民
の
基
本

的
人
権
や
憲
法
の
立
憲
主
義

を
骨
抜
き
に
す
る
反
人
民
的

悪
政
と
批
判
。

　

憲
法
の
国
民
主
権
、
基
本

的
人
権
、
永
久
平
和
主
義
を

地
域
で
の
具
体
的
な
要
求
と

か
ら
め
て
、
草
の
根
的
運
動

で
ね
ば
り
強
く
は
ね
返
し
て

い
く
こ
と
が
、
い
ま
求
め
ら

れ
て
い
る
と
語
り
ま
し
た
。

　

質
疑
の
中
で
戦
前
、
19
歳

で
徴
兵
さ
れ
た
福
岡
の
鐘
井

光
雄
さ
ん
（
89
）
は
「
最
後

の
徴
兵
体
験
者
の
声
と
し
て

聞
い
て
欲
し
い
。
戦
争
は
敵

味
方
な
し
、
全
て
の
人
間
の

人
権
が
蹂
躙
さ
れ
る
。
体
制

が
動
き
だ
し
て
か
ら
で
は
遅

い
。
い
ま
な
ら
阻
止
で
き

る
。
人
権
の
尊
さ
を
一
番
大

事
に
し
て
き
た
人
権
連
と
し

て
頑
張
ろ
う
」
と
体
験
か
ら

熱
く
訴
え
ま
し
た
。

代表あいさつする川口學議長

松尾寿実行委員長

（
１
２
０
年
間
）
最
大
の
降

雪
を
記
録
し
た
。
こ
の
大
雪

で
首
都
圏
の
空
港
や
電
車
は

軒
並
み
運
行
を
中
止
。
関
東

周
辺
の
峠
道
で
は
、
高
速
道

路
や
国
道
が
通
行
止
め
で
動

け
な
く
な
り
交
通
網
が
遮
断

さ
れ
た
▼
積
雪
渋
滞
で
動
け

な
く
な
っ
た
一
部
の
ト
ラ
ッ

ク
は
、
賞
味
期
限
切
れ
と
な

る
た
め
積
ん
で
い
た
パ
ン
や

食
料
を
車
中
泊
し
て
い
る
運

転
手
ら
に
無
料
で
提
供
、
ま

た
近
隣
地
域
の
人
々
に
よ
る

炊
き
出
し
や
集
会
所
で
の
宿

泊
の
提
供
な
ど
、
自
主
的
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
行
わ
れ
た

▼
13
都
県
で
約
８
０
０
０
人

が
一
時
孤
立
状
態
に
お
か
れ

買
い
物
や
病
院
通
い
が
出
来

な
く
な
っ
た
。
山
梨
県
で
は

１
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
雪

の
影
響
で
孤
立
す
る
町
や
集

落
が
続
出
し
、
人
口
透
析
患

者
や
衰
弱
し
た
お
年
寄
り
の

救
出
の
た
め
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

も
出
動
▼
振
り
返
っ
て
み
る

と
19
年
前
の
阪
神
・
淡
路
大

震
災
、
３
年
前
の
東
日
本
大

震
災
、
今
後
、
想
定
さ
れ
る

東
南
海
地
震
や
富
士
山
の
爆

発
な
ど
、
日
本
は
地
震
列
島

の
た
め
災
害
列
島
で
も
あ

る
。
私
た
ち
は
日
頃
か
ら
避

難
経
路
の
確
認
、
２
～
３
日

分
の
水
や
食
料
、
懐
中
電
灯

や
携
帯
ラ
ジ
オ
な
ど
備
え
て

お
く
必
要
が
あ
る
。（
Ｔ
）

２
月
14
日
か
ら

降
り
続
い
た
雪

は
関
東
地
方
周

辺
で
大
雪
と
な

り
、
観
測
史
上

と
力
を
合
わ
せ
て
10
月
に
松

江
市
で
開
催
さ
れ
る
第
10
回

地
域
人
権
問
題
全
国
研
究
集

会
を
成
功
さ
せ
た
い
」
と
決

意
を
表
明
し
、
今
後
も
課
題

毎
に
議
論
を
整
理
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
述
べ
ま
し

た
。

　

実
行
委
員
会
で
は
５
月
17

日
の
第
２
回
実
行
委
員
会
ま

で
に
、
県
内
の
幅
広
い
団
体

・
組
織
に
呼
掛
け
実
行
委
員

会
を
よ
り
大
き
く
し
て
い
く

こ
と
と
、
10
月
の
集
会
当
日

ま
で
の
行
程
表
等
も
確
認
し

閉
会
し
ま
し
た
。

視 座

て
も
内
部
協
議
を
経
て
事
前

準
備
会
を
開
い
て
議
論
を
重

ね
、
本
日
の
実
行
委
員
会
結

成
に
至
っ
た
経
緯
が
報
告
さ

れ
全
会
一
致
で
承
認
、
現
地

実
行
委
員
会
が
正
式
に
発
足

し
ま
し
た
。

　

結
成
後
た
だ
ち
に
行
わ
れ

た
第
１
回
実
行
委
員
会
で

は
、
全
国
人
権
連
を
代
表
し

て
丹
波
正
史
議
長
か
ら
、
改

め
て
実
行
委
員
会
結
成
の
お

礼
が
述
べ
ら
れ
た
後
、「
私

た
ち
の
組
織
は
、
全
解
連
時

代
は
部
落
問
題
解
決
を
第
一

義
的
に
取
り
組
み
、
21
世
紀

を
め
ざ
す
部
落
解
放
の
基
本

方
向
で
部
落
問
題
が
解
決
さ

れ
た
と
い
え
る
４
つ
の
指
標

を
示
し
運
動
を
展
開
し
、
今

松
江
市
で
開
催
予
定
の
第
10

回
地
域
人
権
問
題
全
国
研
究

集
会
を
成
功
さ
せ
る
に
あ
た

っ
て
、
し
ま
ね
人
権
連
と
し

日
で
は
社
会
問
題
と
し
て
の

部
落
問
題
は
基
本
的
に
解
決

し
た
状
態
を
迎
え
た
が
、
憲

法
敵
視
、
秘
密
保
護
法
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
を
は
じ
め
、
貧
困

と
生
活
で
き
な
い
ほ
ど
の
格

差
拡
大
、
不
安
定
雇
用
と
低

賃
金
労
働
の
蔓
延
、
加
え
て

生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ

や
医
療
・
福
祉
な
ど
社
会
保

障
の
後
退
な
ど
に
よ
っ
て
私

た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
い
の
が
現
状
で
あ
り
、
本

研
究
集
会
で
は
島
根
県
で
の

部
落
問
題
解
決
の
実
情
を
も

加
味
し
な
が
ら
、
更
に
未
来

を
切
り
開
く
も
の
に
し
た

い
」
と
述
べ
、
全
国
研
究
集

会
の
開
催
意
義
や
開
催
地
に

対
す
る
期
待
を
込
め
た
挨
拶

　

２
月
15
日
、
島
根
県
松
江
市
の
「
島
根
県
教
育
会
館
」
で
開
催
さ
れ
た
現
地
島
根
県
実
行
委
員
会
結
成
総
会
並
び
に

第
１
回
実
行
委
員
会
に
は
、
島
根
県
地
域
人
権
運
動
連
合
会
、
島
根
県
労
働
組
合
総
連
合
、
島
根
県
教
職
員
組
合
、

自
治
労
連
島
根
県
事
務
所
、
島
根
県
民
主
医
療
機
関
連
合
会
等
か
ら
代
表
が
出
席
す
る
と
と
も
に
、
全
国
人
権
連
か
ら

丹
波
正
史
議
長
、
吉
岡
昇
事
務
局
次
長
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

護
法
に
反
対
す
る
立
場
か
ら

「
地
域
人
権
憲
章
」
の
理
念

を
学
び
、
普
及
す
る
こ
と
で

地
域
か
ら
は
ね
返
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
交

流
学
習
会
に
は
九
州
各
県
か

ら
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

交
流
学
習
会
の
開
会
で
川

口
議
長
は
「
年
一
回
の
交
流

の
場
で
憲
法
改
悪
と
秘
密
保

護
法
、
安
倍
暴
走
内
閣
の
狙

い
を
人
権
連
の
地
域
人
権
憲

　

第
10
回
地
域
人
権
問
題

　

全
国
研
究
集
会
in
松
江

　

日
時　

10
月
11
日
、
12
日

　

会
場　
島
根
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル
他

行
委
員
長
に

竹
永
三
男
島

根
大
学
教
授

と
大
西
修
し

ま
ね
人
権
連

議
長
、
事
務

局
長
に
片
寄
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